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六

筥

崎

宮

連

歌

(上)

 

宗

因

自

筆

百

韻

「
手

向

に

は
」
ー棚

町

知

弥

は

じ

め

に

筥

崎
八
幡
宮
大
宮
司
田
村
家

(
現
宮
司
田
村
克

喜
氏
)
に
伝
る
連

歌
資
料
中

に

、
宗
因
自
筆

の
百
韻

一
巻
を
寓
目
し
た
の
で

、
翻
刻
す
る
と
と
も
に
、
同
家

蔵

の
文
書
中
よ
り
、
同
宮
連
歌
関
係

の
資
料
若
干
を
あ

わ
せ
で
紹
介
し
た

い
。

筥
崎
宮

の
連
歌
に
は
、
座
主
坊
筑
紫
氏

(福
岡
県
文
化
財
専
門
委
員
筑
紫
豊
氏

の
本
家

)
に
も
、
寛
永
正
保

の
懐
紙
な
ど
の
資
料

が
あ
り

、
同
氏

の
御
好
意
に

よ
り
調
査
中
な

の
で

、
近
く

(
下
)
と
し
で
ま
と

め
る
つ
も
り
で
あ
る
。

な
お
筥
崎
宮

の
連
歌
を
調

べ
で
い
る
う
ち
に
、

筥
崎
と
太
宰
府
天

満

宮

と

は
、
資
料

の
移
動

・
連

衆

・
黒

田
家
と
の
関
係
な
ど
共
通
す
る
面

も
あ
り

、
か

つ
、
文
芸
性
を

か
ね
た
興
行

よ
り
純
神
事

(御
祈
濤
連
歌
)
と
し
で
の
性
格
を

深
め
で
ゅ
く
過
程
を
考
察

す
る
た
め
に
は
、
宰
府

の
資
料

に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
。
宰
府

の
連
歌
資
料

は
、
さ
き
に
九
大
中
村
先

生

・
佐

賀
大
島
津
忠

夫

氏
を
中

心
と
す

る
共
同
調
査

が
行

わ
れ
、
目
録
整
理
を

さ
れ
て

い
る
。
筆
者

は
こ

の
企

で
に
加

わ
っ
で

い
な
い
が
、
中
村
先

生
の
お
ゆ
る
し
、
お
す
す

め
を

得
で
、
こ
の
た
び
若
干

の
資
料
を
調
査
し

た
。
そ
の
結
果

、
こ
と
宗

因
に
限
っ

て
も
、
別
当
大
鳥
居
信
兼
を
中

心
と
す

る
寛
文
三
年

正
月
廿
五
日
立
花
勘
左
衛

門

宅
に
お
け
る
百
韻

に

「
宗

因
在
判
」

の
点
あ
る
こ
と
、
寛
文
十
年
正
月
廿
五

日

の
福
岡
城
松
御
会
連
歌

(宰
府

の
祠
官
社
僧
を
福

岡
城

へ
ま
ね

い
で
の
年
中

行
事
)
に
宗

因
も

一
座
し
て

い
る
こ
と
な
ど
が
わ
か
り
、

野
間
光
辰

教

授

が

「
連
歌
師
宗
因
」

(
国
語
国
文

昭
28

・
9
)
で
示
唆

さ
れ
た
問
題
を
裏
付

け

る
資
料
は
、
ま
だ
　
＼
多
く
筑
肥
に
隠
れ
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
更
に
調
査

と

た
上
で
報
告
の
機

会
を
待
ち
た

い
。

資
料
発
表
を
許

さ
れ
た
田
村
宮
司
、
調
査
を
許
さ
れ
た
太
宰
府

天
満
宮
西

高
辻
宮
司
、
小
鳥
居
権
宮
司
、
お
世
話

に
な
っ
た
同
宮
安
恒
篤
氏
、
不
馴

れ
な
研
究
に
助
言
を

い
た
だ

い
た
白
石
悌
三
氏
に
深
謝
申
し
上
げ

る
。

二
、
完
因
自
筆
百
韻

「
手
向
に
は
」

端
作

「
寛
文
九
年
七
月
晦
日
」
。
発
句

は

『宗
因
発
句
帳
』

(
五
十
九
オ
)

に

「
筥
崎
座
主
に

て
」
の
前
書
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。
タ
テ
約

一
三

.
五

セ
ン

チ
、

ヨ
コ
約
五
〇

・
O

セ

ン
チ
の
鳥

の
子
七
面

(
名
残
裏

一
面
欠
V
に
、
宗
因

"



の
手
に
よ
り
浄
書

さ
れ
で
お
り
、

一
座

の
大
宮
司
田
村
重
次

に
贈
ら
れ
た
も

の

か
。
も
と
巻

子
に
仕
立

で
で
あ
っ
た
も

の
が

、
は
が
れ
で
七
面
に

な

っ

で

い

る
。
端
作

の
下
に
は
朱
印

(
未
詳
)

一
つ
と

、
墨
印

〔
箱
崎
殿
田
村
家
〕

が
あ

り

、
後
者
は
後
出

の

「
正
徳
五
次

乙
言木
秋
日
」

の
識
語
あ

る

『
筥
崎
大
宮
司
系

譜
』

(
田
村
家
蔵

)
の
朱
印
と
同

元
印

で
あ
る
。

佐
賀
大
学

「
文
学
論

・R
」
第

三
号
に
、
田
中
道
雄
氏
に
よ
り
翻
刻
紹
介

さ
れ

た
、
鹿
島
鍋
島
家
蔵

『
宗
因
連

歌

薗
所
収

の
百
韻
三
巻

の
う
ち
、
第

二
の

「
寛

文
九
年
小
宥
十

一
日
於
梅
雪
庵
守
胤
公
興
行

賦
何
人
」
に
先
立

つ
こ
と
ニ
ケ

月
余

。
こ

の
年
四
月
廿

六
日
に
小
倉

へ
小
笠
原
忠
雄
公

(当
時
長
真
)
の

「
家

督

シ
給

フ
歓
ト

シ
テ
来
」
(
源
忠
雄
公
年
譜

一
、

『福

岡
県
史
資
料
六
』
所
収
)

た
宗
因
は
、
六
月
十

四
日
公

の
参
観
出
府
後
筑
肥

へ
の
旅

に
出
た

と

思

わ

れ

る
。
宗
因
と
筥
崎

(
宮

)
の
関
係
は
、

『
宗
因
発
句
帳

』
に

「
筥
崎

八
幡
座
主

興
行

仰
き
ぬ
人

の
国
ま
で
国

の
春
」
を

は
じ
め
数
句

が
収

め
ら
れ
で
お
り

、

こ
の
百
韻

の
前
に
も
後

に
も
、
数

回
の
興
行

が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る

。

九
十

二
句
を
所
出
順

に
整
理
す
る
と
、
宗
因

十

一
・
盛
範

七

。
快
伝

八

・
快
賢

八

・
快
応

七

・
周
栄

八

・
末
吉

七

・
仙
空

七

・
印
計

八

・
快
儀

七

・
休
清

七

・
重
次

六

・
重
成

二
と
な
る
が
、
連
衆
十
三

名

の
う
ち
、
現
在
明
ら
か

な
も
の
は
左

の
四
名

で
あ
る
。

盛
範

筥
崎
宮
座
主
坊

。
大
興
山
五
智
輪
院
弥

勒
寺
九
十
六
世
の
住
職

で
仁
和

寺
法
印
。

『福
岡
県
史
資
料
』
所
収
の

「
綜
合
福
岡
藩
年
表
」
に
も

「
延
宝
三

乙
卯
箱
崎
放

生
会
中
絶
之
処

、
座
主
盛
範
当
年
再
興
」
と
見

え
で
い
る
。
筥
崎

宮
は
後
出
資
料

に
も
明
ら
か
な
、渉
う
に
、
大
宮
司
と
座
主
坊
の
両
家

が
支
配
し

で
い
た
。
太
宰
府

の
寛
永
連
歌

に
は
盛
範
の
先
代

、
法
印
正
範
が
し
ば
し
ば

一

座
し
で
お
り
詳
し
く
は
次

稿
に
ゆ
ず
る

。

周
栄

博
多
綱
場
天
禅
社
僧
成
就
院
周
栄
か
。
延
宝

八
年

二
月
廿
一
百

於
江
戸

本
所
松
平
右
衛
門

左
殿
興
行

の
百
韻

(
宰
府
小
鳥
居
氏

蔵

『昌
琢
昌
程
昌
億
昌

陸
時
代
諸
連
歌
」
所
収

)
に

一
座
、

「
博
多
綱
場
」
の
注
記
あ
り

。
同
氏
蔵

の

『舳
雲
代
諸
連
歌
』

に
は
、
宗
春
判

の
貞
享
四
年
両
墜

が
収
め
で
あ
る
。

重
次

田
村
氏
四
十

世
。
同
家

蔵
天

和

・
貞
享
度
連
歌
に
も
出

。
次
稿
の
関
係

も
あ
る
の
で
、
前
出

の

「
筥
崎
大
宮
司
系
譜
」
を
、
前
後
を
も
含

め
で
引
用
し

で
お
く

。

認
重
守

大
宮

司
惣
官
領
秦
宿
禰
藤
氏

田
村
大
之

進

慶
長
之
末
寛
永
之
始
在
職

39
重

郷

大
宮
司
惣
官
領
神
主
秦
宿
禰
藤
氏
田
村
安
房
守

寛
永
康
応

(
注
、
承
応

ノ
誤

力
)
年
間

在
職

'

40
重
次

大
宮
司
惣
官
領
秦
宿
禰
藤
氏

田
村
日
向
守

、
明
暦
天
和
年
間
在
職

41
重
仲

大
宮

司
惣
官
領
秦
宿
禰
藤
氏

田
村
長
門

守

貞
享

正
徳
年
間
在
職

延
宝
八
年
庚
申
八
月

上
京

重
成

田
村
家
の
旧
記
に

「
長
門

(注

、
41
重
仲
)
弟
也

俗
名
惣
右
衛
門

ト

号

ス

執
行
職

ヲ
勤

ル

開
田
拝
領

ス
」
と
あ
る
。
執
行
職
と
は
、
筥
崎
宮
に

お
け
る
大
宮

司

。
留
守
に
次
ぐ
地
位

で
あ
る
。
太
窒
府

の
福
岡
城
連
歌
会

の
資

料

に
し
ば
し
ば

元
座
し
で

い
る
重
成
-
前
記
寛
文
十
年
正
月
廿
五
日
の
会

に
も

宗
因
と

一
座
ー

と
同

一
人
物

。

快
伝

・
快
賢

・
快
応

・
快
儀

の
う
ち

い
く
た
り
か
は
宰
府

の
社
僧

か
も
し
れ

な
い
。
延
宝
四
年
に
宰
府

の
文
庫
を
創
建
し
た
検
校
坊
快
鎮
を

は
じ
め
、
宰
府

の
社
僧

に
は
決
ー

が
多

い
。
宗
祇

の
宿
っ
た
満
盛
院

の
僧
も
快
ー

の
は
ず

で
あ

る
。
し
か
し

、
慶
長
六
年
三
月
十

一
日

の
黒

田
長
政
判
物
に
よ
れ
ば

、
筥
崎
宮

一
七



の
寺
坊
は
十

寺
を
数
え

、
そ

の
う

ち
赤
幡
坊

(
秀
吉
茶

会
の
記
事
に
も
出

る
)

は
快
ー

で
あ
っ
た
こ
と
が
、
天

正
十
五
年

の
筥
崎
宮
棟
杣

に
あ
る
赤
幡

坊
快
舜

の
名

よ
り
も
推
定
さ
れ
る
。
筑
紫
家

の
資
料
調
査

が
す

め
ば
、
本
百
韻

の
連
衆

は
、
も
う
少
し
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
出

来
る
と
思
う

。

翻

刻

寛
文

九
年

七
月
悔
日

賦
初

何
連
歌

手
向
に
は
わ
か
袖
ゆ

つ
る
尾
花

か
な

旅
た

つ
人
の
分

る
野

の
露

雨
は
る

ゝ
澤
邊
の
水
に
月
す
み
で

秋

の
ほ
た
る
の
影

か
す
か

な
り

な
よ
竹

の
葉

わ
た
る
風
も
ふ
く
る
夜

に

ひ
ら
く
を

ま
ゝ
の
窓

の
す

ゝ
し
さ

か
こ
ひ
置
庭

の
め
く
り
や
演
か
ら

ん

聞
な
れ
け
り
な
鳥

の
聲

ノ
＼

往
来
す

る
み
ち

の
か
た

へ
は
山
ち
か
み

ふ
り
さ
け
峯

の
松
は

い
く
も

と

つ
も

り
し
も
ま
た
う
す
雪

の
朝

ほ
ら
け

一
時
雨

し
て
や

ゝ
す
く
る
空

月
か
け
や
雲
ま
を
も
れ
て
さ
え

ぬ
ら
む

あ
ら
し
の

ゝ
ち

は
た

ン
鐘
の
聲

夢
さ
ま
す

痘
見

か
関

の
い
そ
ま
く

ら

な
み
に
た
ひ
ー

ぬ
ら
す
衣
手

宗

因

盛

範

快

傳

快

賢

映

懸

周

榮

末

吉

仙

空

」
初
オ

印

計

快

儀

休

清

重

次

重

成

宗

因

盛

範

快

簿

矯

ほ
つ
た
ひ
は
明

は
で
ぬ
め
り

巻
あ
く
る
釣
簾
の
外

山
の
雲
き
え
で

い
つ
く

の
か
た
に
ゆ
く
ほ
と
ゝ
き
す

茂
り

ぬ
る
木
間

に
花
や

の
こ
る
ら
ん

夏

か
け
で
さ
く
池

の
藤
な
み

明
く
れ

の
ま
し
は
り
あ
か
す
よ
む
寄

に

お
さ
ま
る
國

の
を

し

へ
色
ー

老

で
ゆ
る
し
に
あ

へ
る
手
車

見

い
れ
よ
り
よ
し
有
門

は
あ
ら
は
に
で

み
き
り
え
な
ら
す
作
る

つ
き
山

や
り
水
や
岩

ほ
た
ゝ
み
で
お
と
す
ら
ん

夏
を
わ
す
る
ゝ
苺

の
ほ
そ
み
ち

深
谷
に
は
蝉

の
聲
さ

へ
ま
れ
に
し

で

秋
来
る
か
ら

に
よ
は
き
日
の
影

ほ

の
か
に
も

い
で
ゝ
夜
を
ま

つ
空

の
月

立
や
す
ら

へ
る
袖
そ
身

に
し
む

愛
に
し
も

あ
り
と
は
し
ら

ぬ
花

の
香
に

今
朝
は
霞

の
つ
ゝ
む
梅

か
枝

黄
鳥

の
ね
所
さ
ら
ぬ
聲

は
し

で

ま
か
き
の
う
ち
は
ゆ
る
き
春
風

塩
か
ま
や
う
ら
は
に
遠
き
釣

の
舟

海

つ
ら
し
は
し
波

し
ろ
き
暮

快

賢

快

懸

周

榮

末

吉

仙

空

印

計

周

榮

快

傳

休

清

訣

賢

映

儀

快

懸

印

計

末

吉

宗

因

重

次

盛

範

仙

空

休

清

周

榮

末

吉

盛

範

重

次

宗

因

一
八

日
和
も
よ
き
お
り
そ
と
布
や
さ
ら
す
ら
ん
う

す

て
ぬ
こ
そ
た
ゝ
古
し

へ
の
た
め
し
な
れ
=



芦
ふ
き
に
置
か
さ
ね
た
る
霜

の
色

冬
田
は

い
と

ゝ
も
る
も
佗
し
き

耳
ち
か
く
も
の
か
な
し
き
の
百

は
か
き

い
く
夜

ふ
し

み
の
秋

に
明

さ
ん

月
は
ま

た
木
幡

の
山
に
遅
か
ら
し

里

と
ふ
人

の
道
た
と
る
な
り

わ
た
る
瀬
も
雨
よ
り
後

は
か
は
り
き
で

く
っ
る

ゝ
塘
あ
ら
た
む
る
比

や

と
り

か
ね
で
や
雀
な
く
ら

ん

言

の
葉
を
あ
ま
た

つ
ら
ぬ
る
船

の
中

よ
そ
ひ
こ
と
な
る
今
日
の
御

遊

か
つ
け
る
は
其
品
く

の
き

ぬ
の
色

な
き
か
あ
と

㌧
ふ
比

の
あ
は
れ
さ

立
よ
れ
は
露
け
か
り
け
り
椎
か
本

霧

に
こ
も
り
で
す
む
山
の
お
く

聞

え
し

は
い
つ
こ
な
る
ら
ん
鹿

の
聲

ま

く
ら
か

る
野

の
月
の
さ
ひ
し
さ

友
さ

へ
も
あ
ら
で
物
う
き
熔
の
暮

つ
も

る
よ
は
ひ
の
は
で
ー

は
何

今

さ
ら
に
ま
な
は
ぬ
ほ
と
や
悔
る
ら
む

さ

い
は
ひ
う
る
は
お
ほ
き
君
か
代

さ
ま
ノ
＼

に
唐
土

よ
り

の
さ

～
け
も
の

袖

の
み
な
と
の
舟

の
か
す
ノ
＼

快

傳

印

計

快

賢

快

儀

仙

空

休

清

宗

因

快

傳

周

榮

快

懸

快

儀

休

清

重

次

盛

範

宗

因

快

賢

決

懸

周

榮

快

傳

仙

空

印

計

宗

因

末

吉

快

儀

満

の
ほ
る
し
ほ
に
千
鳥

の
鳴
立
で

茅
原

に
か
よ
ふ
風
の
は
け
し
さ

轍

ち
る
あ
た
り
は
人
気

た
え
ー

に

あ

つ
さ

の
こ
ら
ぬ
山
か
け
の
暮

柴

の
庵
り
を
月
に
と

へ
か
し

有

し
世
を
お
も
ひ
返

せ
る
小
野

ゝ
里

と
し
ま
た
き
よ
り
お
ろ
す
黒
髪

二
す
ち
に
佛
の
道
や

ね
か
ふ
ら
ん

夜
ひ
る
と
な
く
か
ゝ
く
と
も
し
火

久
し
く
も
あ
か
め
置

ぬ
る
宮
所

た
え
ぬ
な
か
れ
や

こ
の
五
十
鈴
川

あ
さ
夕
に
よ
す

る
な
か
め
や
花

の
波

根
も
ふ
し
柳
風
の
ま
に
く

寒

か

へ
り
あ
は
雪
そ
ふ
る
小
田
乃
原

つ
は
め
と
ふ
と
も

み
え
ぬ
な
か
空

遠
か
た
の
里
よ
り
さ
と
は
く
れ
そ
め
で

け
ふ
り

の
う

ち
や
柴
人
の
宿

む
ら
竹

の
霜
は
か

つ
か

つ
き
え
蓋
し

朝
日
い
さ
よ
ふ
野
邊
の
末
く

夢
を

つ
く

ね
ふ
り
お
と
ろ
く
馬

の
上

あ
ら
し
も
遠
き
あ
し
か
ら
の
山

行
雲
や
冨
士

の
高
根
に
か

ゝ
る
ら
ん

ゆ
ふ

へ
の
月

の
う
す
き
川
水

休

清

決

懸

宗

因

印

計

周

榮

快

傳

快

賢

重

次

盛

範

末

吉

仙

空

決

賢

快

儀

宗

因

」
三
ウ

印

計

休

清

快

懸

周

榮

末

吉

盛

範

宗

因

仙

空

重

次

快

儀

一
九



あ
や
し
き
は
小
舟

た
ゝ
よ
ふ
露

し
く
れ

き

ぬ
た
の
音
や
挺

の
う

つ
ら
し

た
か
里

も
夜
長

さ
わ
ふ
る
比
に
し
で

秋

の
う
れ

へ
も

し
ら

し
九
重

二
、
筥
崎
宮
連
歌
参
考
資
料

〈
そ

の

筑
前
筥
崎
宮
領

惣
高
千
石
配
分
之
事

三
百
石

三
石

銀
三
文
目

四
石
五
斗

壱
石

.

三
石

拾
弐
石

弐
拾
壱
石

弐
拾
五
石

七
石
五
斗

九
石
六
斗

一
>

御
造
営
分

元
朔
御
供

同
御
酒
迎

正
月
十

二
日
御
斧
立

快

傳

印

計

快

賢

宗

因

」
名
オ

御
誕
生
日
連
歌

正
月
十
四
日
御
本
地
講

月
別
御
供

八
月
十
五
日
放
生
会

御
道
具
替

御
へ
い
銭

木
銭

土
器
銭

以
上
御
供
米
八
拾
七
石
五
升

社
中
配
之
分
合
三
百
四
拾
七
石
六
斗
壱
升

都
合
干
石

右
御
造
功
並
燈
明
御
供
無

楓
怠
以
勤
役
於
被
仰
神
慮
者

弥
社
中
繁
昌
可
目
出
者
也

文
禄
元
年
十
二
月
廿

一
日

山
口
玄
番
頭
宗
永

(花
押
)

筥
崎

大
宮
司
殿

座
主
法
印

二
十

(解
説
)
田
村
家

所
蔵
小
早
川
隆
景
の
禄
書

。
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
第

五

号

「
筑
前
古
文
書

一
」
中

、
田
村
家
文
書

価
。

『
福
岡
県
史
資
料
』
に
も
収

め

ら

れ
で
い
る
。

「
御
誕
生
会
」
と
は
同
宮

の
祭

礼
神
事

の

一
っ
で
、

『
重
修

筥

崎
社
鑑
」

(
明
治

四
十

二
年
刊

)
に
は

「
〇
十

一
月
十

四
日

、
御
誕

生
会
あ
り

て
恒
例
に
執
行
す

。
実
に
大
方

な
ら

ぬ
神
事
な
り
し
と
錐
も

、
天
正
年
中

よ
り

廃
絶
し

て
、
今
は
只
だ
名

の
み
存

せ
り
、
然
れ
と
も
大
宮
司

は
館
舎
に
で
、
僧

俗

の
祠
職
打

つ
と
ひ

で
「

御
誕

生
会
の
連
歌
と
で
神
慮
を
す

ゝ
し
め
奉

る
こ
と

あ
り
し
も
、
往
昔

の
余
波
な
る

へ
し
、
明
治

の
初
年

よ
り
全
く
廃
滅

す
」
と
あ

る

。
同
社
鑑

は
七
夕
に

つ
い
で
も

「
〇
七
月
七
日
七
夕

の
祭
礼
あ
り
し
由

、
旧

記
に
見

へ
し
も

、
今
は
絶
果

て
詳

な
ら
す
と
錐
も
、
七
夕
祭
と
て

祠

僧

祠

職

は
、座
主
坊
に
打
集
と
ひ
で
、
七
夕

の
宴
を
設

け
、連
歌
を
興
行
す
、
是
往
昔

の

名
残
な
り
し
な
り

、
明
治

の
初
年
全
く
廃
滅
す

」
と
記
し

で
い
る
。

〈
そ

の
二
〉

『
社
用
礼
鑑

』
と
題
す
る
、
幕
末

よ
り
明
治

に
か
け

で
の
大
宮

司
田
村
左
馬
允

重
純
の
手
控

(
毎
年

一
冊

)
が
田
村
家

に
蔵

さ
れ
で
い
る
。
御
祈
濤
連
歌
の
記

事
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
記

さ
れ
で
い
る
。
維
新
前
後
の
数
年
分

は
史
料
編
纂
所

へ
貸
出
中

の
よ
し
で
見

る
こ
と
が
か
な
わ
な
か
っ
た
が
、
明
治

に
な
っ
て
の
分

に
は
連
歌

の
記
事
は
見
当
ら
な
か
っ
た
。
閲
覧
し
た
分
で

一
番
時
代

の
下
る
万

延
元
年

(安
政
七
年
)
の

一
冊
よ
り
、
御
祈
薦

一
件

分
を

左
に
翻
刻
す
る
。
内



容
に
重
複
も
あ
る
が
、
藩
当
局
と
宮
司
と

の
往
復

の
実
態
を
伝
え
る
た
め
、

ざ
と
省
略

し
な
か
っ
た
。

翻

刻

依
御
詮
議
左
之
於
十
五
社
二
夜
一

行
仕
候
様
可
被
申
聞
候
事

箱
崎
始

十
五
社

わ

町
奉
行

二
日
別
儀
之
御
祈
疇
被
仰
付
候
条
抽
丹
誠
執

町
奉
行

此
節
於
十
五
社
御
祈
濤
之
儀
ハ

少
将
様
御
参
勤
被
遊
候
二
付
而
ハ
尊
躰
益
御
安
全
万
々
御
首
尾
能
被
為
済
来

春
御
速
二
御
下
国
被
遊
候
様
旦
御
国
躰
愈
御
静
諮
此
先
田
畠
無
難
四
民
安
堵

之
た
め
別
儀
之
御
祈
濤
家
老
中
よ
り
致
上
候
趣
意
二
付
奉
仕
之
面
々
其
心
得

二
而
抽
丹
誠
執
行
仕
候
様
可
被
相
含
候
就
右
而
ハ
御
神
納
物
等
ハ
取
調
可
被

串
出
候

以
上

二
筆
致
啓
達
候
別
紙
写
之
通
御
祈
濤
被
仰
出
候
二
付
抽
丹
誠
早
々
執
行
可

有
之
候
尤
御
奉
納
物
之
儀
も
神
圖
相
伺
候
而

(註
)
可
被
申
出
候
御
祈
濤

料
御
奉
納
物
料
と
も
銀
五
数
被
相
渡
候
旨
二
付
其
心
得
可
有
之
候

以
上

喜
多
村
安
右
衛
門

十
二
月
三
日

田
村
左
馬
允
殿

尚
々
御
奉
納
物
ハ
銀
三
数
被
相
除
候
得
ハ
氏
子
中
よ
り
世
話
致
候
様
被
仰
付

出
来
致
筈
二
付
何
れ
二
も
都
合
宜
方
二
可
被
申
出
候

以
上

口
上
之
覚

少
将
様
御
安
泰
御
国
家
静
議
此
先
田
畠
無
難
四
民
安
穏
之
御
祈
薦
被
仰
付
来

八
日
開
白
仕
十
日
結
願
執
行
仕
候
此
段
御
届
申
上
候

以
上

田
村
左
馬
允

十
二
月
六
日
持
参

両
奉
行
衆
当

少
将
様
御
安
泰
御
国
家
静
誰
此
先
田
畠
無
難
四
民
安
穏
御
祈
疇
被
仰
付
支
度

入
用
薪
相
渡
候
様
御
詮
拠
被
成
可
被
下
候

以
上

二
夜
三
日
分

一

薪
拾
五
〆

万
延
一兀
年
由
Ψ十
二
日
刀山ハ
日

寺
社
御
役
所

御
祈
濤
料

銀
五
数

十
二
月
八
日
夕
開
白

御
宮
出
勤
之
面
々

田
村
左
馬
允

大
宮
司
波
多
宿
禰

重

純

留

守

為

員

執

行

守

敏ニ

レ



C

御
開
白
よ
り
入
用
夫
壱
人
宛

口
上
之
覚

此
段
御
届
申
上
候

以
上

連

歌

(註
)

太
祝
詞

申
十
二
月
八
日

浜

兵

大
夫

様

喜
多
村
安
右
衛
門
様

権
大
宮
司
忠

屋

権
大
宮
司
元

茂

祝

部

正

緒

野

田

出

雲

同

伊

織

同

次
大
夫

有

馬

利

助

一
今
度
被
仰
付
候
御
祈
濤
御
奉
納
物
神
慮
相
伺
候
処
神
圖
左
之
通
二
御
座
候

田
村
左
馬
允

御
受
取
二
相
成
候
条
十
日
結
願
例
之
通
相
済
夫
よ
り
於
私
宅
連
歌
興
行

重
純

為
員

守
敏

忠
屋

松
翁

上
官
中
打
寄

一一
二

神
楽
座
三
人

首
尾
能
興
行
相
済
候
条
自
祝
と
し
で
御
神
酒
井
夕
飯
共
頂
戴
目
出
度
相
済
候

.

以
上

御
祈
濤
井
支
度
用
夫
々
割
方
等
之
儀
ハ
別
紙
之
帳
仕
調
候

御
館
惣
詰
江
御
祈
濤
献
上

十
二
月
十
日

付
添

野
田
伊
織

夫

壱
人

十
二
月
晦
日
酉
元
旦
御
祭
礼
薪
申
出

一
百
〆

内
五
拾
〆

御

炊

内
五
拾
〆

座
主
坊

十
二
月

連
名

郡
奉
行
衆
当

先
達
被
仰
付
御
祈
藩
薪
申
出
候
通
送
リ
参
候

御
祈
濤
用

田
村
左
馬
允
渡

一
七
〆

割
木

一
八
〆

末
留

両
粕
屋
宗
像

十
二
月

山
方
役
所

判

伊
野
村
江
当

御
奉
納
連
歌
百
韻
上
箱
入
ニ
テ
役
所
江
納
候

口
上
之
覚



一
冷
度
被
仰
付
候
御
祈
薦
御
奉
納
連
歌
執
行
仕
懐
紙
差
出
申
候
宜
御
取
計
被
仰

付
可
被
為

下
候

以
上

十

二
目
廿
二
日
江
出

ス

田
村
左
馬
允

浜

兵

大

夫

様

喜

多
村
安

右
衛
門
様

御
祈
疇

料
井
御
初
穂
今
日
御
渡
被
成
候

二
付

直

二
割
方
出
勤
中
江
渡

ス

副雑
用
日
目録
帳

ハ
別

二
相

一
銀
五
数

代
弐
拾
壱
〆
文

役
所
出
方
中
原
緩
大
宮
司

(註
)
御
祈
疇
奉
納
物

に
連
歌
が
え
ら
ば
れ
る
の
は
、
神

圏
、を
う
か
が
っ
た
上

で
の
こ
と

で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
、
同
年

二
月

の
記
事

よ
り
、
踊
奉
納
に
き

ま

っ
た
例
を

左
に
引
用
す
る
。

口
上
之

覚

二
今
度
被
仰
出
候
御
祈
濤
御
奉
納

薄
慮
相
伺
候
処
踊
と
御
座
候

此

段

御

届

申
上
候

以
上

田
村
左
馬
允

申

二
月

浜

兵
太
夫
様

団

半
十
粥
様

〈
そ

の
三
〉

『神
功
皇
后

一
,千
六
百
年

御
神
祭
記
録
』

(
前
項
に
同
し
、
田
村
家
蔵
)

表
紙
に

「
慶
応
四
戊
辰
歳
四
月
十

五
日

ヨ
リ
十
七
日
至

大
宮
司
従
五
位
下

波
多
宿
禰
重
純

誌
」
。

口
上
之
覚

神
功
皇
后
二
千
六
百
年
御
相
当
二
付
神
祭
執
行
仕
度
奉
存
候
此
段
御
聞
通
被

仰
付
可
被
下
候

以
上

辰
四
月
朔
日
二
出
ス
抽

先
例
之
通
社
中
申
合
之
上

奉
納
連
歌
千
句
興
行
左
之
通

辰
ノ
十

六
日

初
合
写

同

廿
五
日

四
月

八
日

同

十

一
日

満
吟

於
連
城
坊

二
一
日

二
二
百
イ

ン
興
行

懐
紙
奉
納
之
分
ハ
打
雲
二
仕

筆
者

連
衆
左
之
通

座

主

坊

大

宮

司

後
留

守

前
赤

幡

坊

執

行

権
大
宮
司

前
権
大
宮
司

一
御
灯
坊

二
御
灯
坊

一

番

出

勤

拾

人
田
村
備
後
守

座

主

坊
賢

存

重

純

為

員

俊

剛

兼

敏

忠

屋

隠
居
松

翁

賢

秀

頼

全

周

厚

大
神

松
翁
(
以
下

四
六
頁

へ
つ
づ
く
)

二
三

元

会

一

会

二

会

一

会


